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【表紙画像説明】
JCMTの大規模観測プログラム BISTRO（ビストロ）により観測された，星形成領域 NGC 6334（左図）

及び NGC 1333（右図）の内部の磁場構造（青線）．線分の方向が磁力線の向きを示し，線分の長さはサ
ブミリ波の偏波率を表す．背景は Herschel衛星による赤外線の観測画像で，星形成活動により温められ
た星間物質分布を示す．フィラメント状に細長く伸びた星間物質に突き刺さるかの様に分布する，複雑な
磁場構造が明らかとなった．
【今月の表紙デザイン】
「甘美な香り，淡い月」
秋風にのってほんのりと甘い金木犀の香りが鼻をくすぐる．ふと上を見上げると，淡い夕空にぽかんと
浮かぶ月が見えた．“秋の訪れ ”をイメージして描きました．


